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1. くりかえし麻酔 (1年7ヶ月間に 17回)の 1症例 
0片山正夫，伊東範行(千大)
昭和48年 8月30日生まれの男児が Hirschsprung病の
ため，千葉大学第2外科において根治術及び主として中
心静脈栄養の挿入のため， 1年 7カ月の聞に17回の GOF
麻酔を受けた。麻酔経過に異常なく，術後経過も肝障害
の臨床症状及び検査所見に著明な異常を示さなかった。
術後肝障害及びハロセン肝炎についての若干の考察を加
え報告した。 
2. Ether低体温麻酔復温後の呼吸合併症 
0宇津木誠，平賀一陽，河野治
(千大)
エ}テノレ低体温麻酔復温時に，晴息様呼吸を来たし，
同時に分時換気量441の過換気状態を示したにも拘ら
ず， PaC02が低下しなかった症例があったので報告す
るとともに，その要因について考察した。又，他に，エ
ーテノレ低体温麻酔復温時，同じように分時換気量 401以
上の過換気で， PaC02が低下しなかった症例があった
ので，合わせて，報告，考察した。 
3. 腎移植の麻酔 
0安東昌夫，西野卓，飯島一彦
(千大)
近年，透析療法の発達，普及により腎移植患者数は年
々増加している。腎移植患者は高血圧， hypervo1emia 
あるいは hypovolemia.貧血， 高K血症， アチドーシ
ス，出血傾向，高窒素血症等の特異点をもっており Risk
は極めて悪い。そこで昭和47年6月から51年11月までの 
4年聞に亘って千葉大学麻酔科で、行なわれた28人の患者
に対する30回の腎移植の麻酔について若干の検討を加え
てみた。 
4. 血胸を伴った子宮破裂の一例 
0伊東和人(国立千葉)，福田悦夫
(国立千葉外科)，武久徹，岩
津英雄(国立千葉産婦人科)
症例は30歳の主婦で，突然の下腹部痛と腹膜刺激症状
で発症した。内外診所見で子宮外妊娠と診断したが，術
前胸水の貯溜を認めた。全麻下に陸上部切断術を行い，
次で胸腔穿刺により血胸を確認し，血液400m1を得た。
血胸を伴った子宮外妊娠については極めて稀なものであ
る。誠毛の胸腔への遊走，或は， MEIGS Syndrom様
機序による発生が考えられるが，種々の点より，我々の
場合，横隔膜の小欠損孔を血胸発生の原因と考えたい。 
5. Myotonic dystrophiaの麻酔 
0黒須吉夫，稲見浩三，柿島八千代
山本泰久，藤田誠一(東邦大)
筋強直性ディストロフィー 2症例の腹式子宮全摘術に
対して持続硬膜外麻酔とマスク下GO麻酔を施行，術
中，術後経過も極めて良好であった。 Grund，Buchtal 
等は本症に伝達麻酔は無効というが，内外の文献的考察
からは筋の強直は四肢遠位筋に強いとの印象を受けた。
本当剖検例の長揖指筋と腹直筋との筋萎縮像の度合いか
らもこのことが推定された。これらから，本症患者の腹
部殊に下腹部手術に対して硬麻が考慮されても良いと思
われる。
